
実戦的な訓練を通して 

人材育成と災害対応力強化に協力します 

私たち東京都水道局が 

小規模水道施設を使用した訓練 
をご提案します 

水道事業の「技術継承」に向けて 

ご提案内容 ・・・  
 ○担当や職種の枠を超えた知識や訓練 
 ○災害時の臨機応変な対応 

土木・機械・電気・水質を網羅する実戦的な訓練 

ご提案 



 
○職種ごとの専門化、高度化、分化が進み、担当や部署を超えた技術吸収に障害 
○熊本への災害派遣等において、職種にとらわれない臨機応変な対応の必要性を再認識 
○模擬施設での訓練やシミュレーターや図上訓練では、現場感覚の醸成や技術力の維持向
上、ノウハウ（暗黙知）の継承に限界 

水道事業者にとって 

人材育成と災害対応力強化は避けて通れません。 

課題は… 

 
○水源、管路、設備など多種多様な維持管理の知識・技術を継承 
○災害時の臨機応変な対応力 

必要とされているのは… 

東京都水道局は、多摩地区の 

小規模水道施設を使用した現場実態に即した 

実戦的な訓練をお勧めします。 

土木・設備・水質を網羅する実戦的な訓練 

【訓練②】 井戸水源の運用 
稼働中の井戸水源を立上げ、排水作業 
や清水確認を実施。 

【訓練①】 空気弁操作 
玉押器対応急速空気弁の設置・撤去と 
空気弁による排水作業。 

【訓練③】 バルブ操作 
制水弁の操作を人力及び開閉車（特殊機能
車両）により実施。 

【訓練④】 自家発電設備運転 
ガスタービン発電機の始動点検・連絡
手順確認及び運転操作。 

【訓練⑤】 緩速ろ過池汚砂削り取り 
汚砂削り取り及び充水バルブ操作並びにろ過
排水・水質検査（採取）。 

【訓練⑥】 給水活動 
給水車への充水・運転、及び給水訓練（加圧
給水含む）。 

※【訓練期間】 半日～１日（御要望に応じて調整します。）  



訓練タイムスケジュール（例） 

私たち東京都水道局が提案する 

小規模水道施設を使用した訓練 

●上水南浄水所（小平市上水南町3-12-36）※ＪＲ中央線「武蔵小金井駅」徒歩20分 
    
  【事前説明】                       １５分 
     ↓ 
  【井戸水源の運用（立上げ）】            ２５分 
     ↓ 
  【空気弁操作】                     ２５分 
     ↓ 
  【バルブ操作】                      ３０分 
     ↓ 
  【井戸水源の運用（清水確認、水質検査）】    ２０分 
     ↓ 
  【自家発電設備運転】                 ２５分 
     ↓ 
  【給水活動】                       ２０分 
     ↓ 
  【ばっ気処理施設視察】                ２０分 
     ↓ 
    終了 

訓練は概ね3時間程度 
（移動含めて半日程度） 

●氷川浄水所（奥多摩町氷川字氷川316番地） ※ＪＲ青梅線「奥多摩駅」徒歩10分 
 
  【事前説明】                        １５分 
     ↓ 
  【緩速ろ過汚砂削り取り】                ３０分 
     ↓ 
  【充水バルブ操作・ろ過排水・水質検査（採取）】 ２５分 
     ↓ 
  【バルブ操作】                      ２５分 
     ↓ 
  【施設見学】                        ２５分 
     ↓ 
    終了 

訓練は概ね２時間程度 
（移動含めて１日程度） 

★訓練と施設見学を組み合わせたご要望にも対応いたします。 

 ＜問い合わせ先＞ 
 首都圏水道事業体支援プラットフォーム事務局 
 東京都水道局 多摩水道改革推進本部 調整部 経営改善課 国内貢献施策推進担当 
  ＴＥＬ 042-548-5361    ＦＡＸ 042-521-5141 
 メール ： tamasuidou@waterworks.metro.tokyo.jp 



訓練タイムスケジュール（例） 

水道産業新聞(2017年5月25日(木曜日))掲載記事 

【水道局２年目職員（土木職）】 
★小規模施設を使用した訓練では、担当外の作業も実際に自分で経験するため、と
ても分かり易い。 
★職種にとらわれない訓練なので、水道のプロとしてスキルアップに直結した。 

 
【水道局２年目職員（機械職）】 
★訓練する作業は、地震などの大規模災害時に誰もが行わなければなければならな
いことを網羅しているので、災害発生時にはこの経験を活かし、率先して作業に取り
組みたい。 
★現場ならではの実戦的で非常に有意義な訓練だと感じている。 
 

【水道局１年目職員（環境検査（水質）職）】 
★実施設での訓練なので、机上の知識が現場感覚を伴い、実体として身についた。 
★都市部では減少しているが、緩速ろ過池の維持管理技術も、途絶えさせてはなら
ないと実感した。 

～訓練参加者の声～ 


